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ＩＭＦ北向き中のカスプ緯度電離層吸収：ＩＭＦ変動に対する特徴的なレスポン

ス

Cusp-latitude radio wave absorption during northward IMF: A characteristic response to

specific IMF excursions
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スバルバール・ニーオルスン（７６度ＭＬＡＴ）で観測された３０ＭＨｚの銀河電波電離層吸収現象（ＣＮＡ）
の中で、北向き惑星間空間磁場（ＩＭＦ）にともなったＣＮＡが約１０時ＭＬＴで観測された。ＩＭＦが４５度
の回転角を境にして変動するときＣＮＡは常に増大する整流的なレスポンスがみられた。このことはＣＮＡ現象
が太陽風と磁気圏の相互作用を解明する電離層のあらわれであることを示唆している。

ポーラキャップ・カスプで観測される電離層吸収としては、サブストームにともなうエネルギー電子降下によ
る電離層Ｄ層吸収、プラズマ対流の擾乱にともなう電子温度上昇によるＥ層吸収、プラズマパッチにともなうＦ
層吸収が報告されている。これらは、南向きＩＭＦにともなうＣＮＡである。本講演では、ニーオルスン（ＮＹ
Ａ、７６度ＭＬＡＴ）において、北向きＩＭＦの間の１０時ＭＬＴ近辺で観測されたＣＮＡ（１９９６年２月２
８日）の一例を示す。フィンランドＨＦレーダによる同時観測では、プラズマ対流の擾乱は小さく、ＮＹＡの高
緯度側（７８－７９度ＭＬＡＴ）にあり、カスプの特性を示している。ＤＭＳＰ（Ｆ１３）衛星による同時粒子
データは、ＮＹＡと同一緯度での電子降下（0 . 1 -数ｋｅＶ）を示している。S a n d h o l t等によるＮＹＡでのオーロラ
観測では、北向きＩＭＦ時に高緯度側で５５７．７ｎｍのグリーンオーロラ（＜数ｋＲ）を観測した。これらの
ことから、観測されたＣＮＡは、太陽風と高緯度磁気圏境界での磁気結合にともなって加速されて降下したエレ
クトロンに起因すると考えられる。

特徴的なＣＮＡは、ＩＭＦの回転が４５度（北向き・朝側面内）を境にして変動するとき、ＣＮＡは変動を折
り重ねた整流的なレスポンスを示したことである。一方、地上の磁場変化は完全にＩＭＦの変動に追従している。
この特徴的な吸収は、高緯度と低緯度磁気圏境界での磁気結合が交互に起こり、その度に沿磁力線電流（ＦＡＣ）
を介しての結合が強くなり、電子降下が増大したものと考えられる。一方、地上磁場の変動は、ＦＡＣの増大に
ともなって、電離層ホール電流の向きが東向き、西向きに変動した効果を観測したものと考えられる。以上の結
果、カスプ緯度でのＣＮＡ現象が、太陽風・磁気圏結合にともなう磁気圏・電離圏のダイナミクスの研究に有用
であることを示している。


